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会   長  柏原佳子 

直前会長  上野恭男 
副 会 長 桑野友子・堤 清 
書   記  上野恭男 
会   計  羽太英樹 
監   事  五十嵐政二 
連絡主事  柳原謙介 
六甲部Ｙサ・ユース主査 上野恭男 
                                      

芦屋クラブのワイズデイ 

会長 柏原佳子 
１１月強調月間のテーマは、「ワイズデイをＰＲしてワイズメンズ

クラブの活動を広めましょう！」と情報委員長はＲＯＳＴＥＲを

通じてアピールをされています。 

芦屋クラブは今、12 月 23 日（祝土）に 20 周年＆クリスマス

記念例会を迎える為の準備期間を与えられ、まさにその真最

中にいます。集まるごとに意識が高まり個々に与えられた賜物

が発揮され、少人数だった第 2 例会の参加者が徐々に増え、

古いものも新しいものもなくただ楽しく有意義な会にしたいとい

う思いだけが美しい色彩を放っています。20 周年は恒例のクリ

スマス祝会と合わせ、例会会場をＨ竹園への感謝も込めて

設定し、仰々しくアピールはしないで行こうと決めました。音楽

は新しいメンバーの推薦で実現しました。六甲部の多くのメン

バー・メネット達からご参加の返事をいただいています。ＤＢＣ

クラブを大切にしたい事、元芦屋クラブの友ともこの場でお会

いしたい、10 年前に参加いただいた方にも現在の芦屋クラブ

をご覧いただきたい、様々な想いが実り、出席者覧を埋めてく

ださっています。白紙だった紙に活性化、連結、使命感という

文字が刻まれ、色付けされ平面から立体的になっていきます。

美しい音色が優しい流れを注いでくれれば完成です。あともう

少し、頑張りましょう。今のこの調和と歩みが、日々ワイズデイ

だと感じています。 

10 月例会出席表 

第１例会出席者 
メンバー  １5 名
ビジター   1 名 
ゲスト    2 名 
メネット    2 名 
コメット       名 
合 計   ２0 名

例会出席率 
出席者    1５名 
メイクアップ   ２名 
合 計    1７名 
在籍者    １８名 
（内広義会員１名） 
出席率 １００％ 

ＢＦ切手    

累計  ｇｍ 

 

ニコニコ 

１0 月 12,200

円 

累計 65,700 円

主   題 

国際協会会長       Henry J. Grindheim（ノルウェー） 
「ともに、光の中を歩もう」 “Let Us Walk in the Light–Together”
 

アジア太平洋地域会長  Tung Ming Ｈｓｉａｏ(台湾）  
「ワイズ運動を尊重しよう」    ”Respect Y’s Movement”
 

西日本区理事        大野 勉（神戸ポートクラブ） 
2022 年に向けて「心身の健康づくりからクラブの健康づくりへ」 
”Healthy mind & healthy body make healthy club” 
 

六甲部部長          杉本隆人（神戸学園都市クラブ） 
｢共感しあい、支えあおう｣ 
Empathy each other, Root Y”s & YMCA 
 

芦屋クラブ会長       柏原佳子 
「賜物にしたがって」   “According to the gift” 

今月の聖句 
「足がよろめく」とわたしが言ったとき、主よ、あなたの慈しみが

支えてくれました。             ＜詩編９４：１８＞ 

“To acknow ledge  t he  du ty  t ha t  accompan i es  eve ry  r i gh t ”  
A f f i l i a t ed  w i t h  the  I n t e r na t i o na l  Assoc i a t i o n  o f  Y ’s  Men ’s  C ｌｕｂ

ｓ

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 
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Address ： Keiko Kashihara 4-16-23-402 Motoyama-nakamachi,Higashinada-ku,Kobe 
Mail ： kashihara-k28@kxbiglobe.ne.jp  Tel. 078-431-3511       〒658-0016 Japan  
URL ： http://www.kobeymca.org/kobe_ymca/ys/ashiya.html  

１１月第１例会 
と き： ２０１７年１１月１５(水) １９：00～２１：00 

ところ： 芦屋市民センター２０３号室        

司会： 権 甲植ワイズ 

受付： 羽太英樹ワイズ・坂東幸子 
 

１．開会点鐘  柏原佳子会長 

２．クラブソング斉唱    一同 

３．聖書朗読 羽太英樹ワイズ      

４．ゲスト・ビジター紹介   司会 

５．食前感謝    島田 恒ワイズ 

６．会食・懇談            

７．ゲストスピーチ      中山豊美ワイズ・阪田晃一氏 

「よしましよの話」    

８．事務報告  柏原佳子会長 

各事業委員の報告 クラブ事業委員 

９．ＹＭＣＡ報告         柳原謙介連絡主事 

10．ニコニコ献金報告   島田恒ワイズ 

11．誕生日祝い         柏原佳子会長 

      堤 清、五十嵐かほる、畠中由圭、福原美鈴 

12．閉会点鐘           柏原佳子会長 



10 月第１例会報告 

日時： 2017 年 10 月 18 日（水）19：00～21：00 

場所： ホテル竹園             （敬称略） 

出席者： 柏原佳子会長、上野恭男、五十嵐政二、大岩雅

典、桑野友子、権 甲植、篠坂幸彦、島田 恒、菅原

進、堤 清、中山豊美、羽太英樹、坂東幸子、福原

吉孝柳原謙介（各メン） 五十嵐かほる、大澤昌子（各メ

ネット） 

ゲストスピーカー： 柳原高志氏（柳原連絡主事のお父様） 

ビジター/ゲスト： 井上真二（神戸ＹＭＣＡ総主事） 

           馬場啓司(みどり福祉作業所職員) 

前日までの長雨も上がり、当日は秋晴れとは言えないまでも、

気持ちよい例会日和、定刻、柏原会長の開会点鐘で１０月

例会が始まりました。ワイズソングに続いて「今月の聖句」、羽

太ワイズの選句と読み解きにはいつも新鮮な感動を覚えます。 

井 上 真 二

神 戸 Ｙ Ｍ Ｃ

Ａ総主事が

ビジターとし

て参加、芦

屋 ク ラ ブ 及

びメンバーの

新会館への

建設支援に

対して感謝

を述べられました。 

権ワイズの食前感謝、スープ・サラダ・小さいながらもステーキと

最近の食事はなかなか美味です。 

さて、今月のゲストスピーチは柳原連絡主事のお父様、高志

氏による「柳原吉兵衛伝」、ご自身はプール学院大学の事

務局長で、（財）大阪府青少年活動振興協会指導員をさ

れていると丁寧な自己紹介をされました。 

「柳原吉兵衛は堺の貿易商人・具足屋吉兵衛の７代目とし

て安政５年堺に生まれ、１５歳で家業の質屋を継ぎ、堺商

工会議所の議員にもなり事業は順調に伸びていた」「２８歳

で事業に失敗、キリスト教の辻説法を聴き信仰を深めていっ

た」「その後染色紡績事業に成功、中国大陸・朝鮮半島の

視察旅行で朝鮮民族の現状を知り、キリスト教人道主義に

照らして朝鮮人の一生の友になろうと決意、支援を続けた」 

等々、パワーポイントで丁寧に話されました。 

続いて、芦屋みどり

福祉作業所への支

援金を大澤メネット

に贈呈、第２例会

議事承認・坂東ワ

イズから使用済み

切手の整理のお誘

い・五十嵐メネット

のメネット会報告・ジャガイモファンドの報告と続きました。 

１０月の誕生日祝いは最年長の五十嵐政二ワイズ(８９歳)と

柳原謙介連絡主事（３８歳）、おめでとうございます。 

定刻９時に柏原会長の閉会点鐘、充実した例会でした。

尚、スクリーンは初披露、100 インチの本格的なもので、チヂミ 

鉄板・プロジェクターとクラブの財産が増えました。大切に使い

たいものです。                     桑野友子 

チャリティゴルフ 

１０月１３日（金）キングスロードゴルフクラブは初めての上に遠

く、しかも芦屋クラブの恒例メンバー不参加で運転していくこと

から心配でしたが、難関突破で車の運転には自信がつきまし

たが・・・・ところで、ゴルフコンペのお話しですね。区大会優勝

経験の岡野泰和ワイズ、女子３位以内のベテラン武田寿子

ワイズ、上野ワイズと素晴らしいお仲間に恵まれた学びのある

経験ラウンドの１日でした。ショットはともかくなんと 4 パットを 6

回！メンタルの大切さを痛感、アプローチとパターが夢にまで

出そう♪ 

何より嬉しいことに、岡野ワイズ（元アジア会長大阪土佐堀ク

ラブ）が芦屋クラブ 20 周年参加はもちろんのこと、来年の西

日本区大会ゴルフコンペでは芦屋クラブのお手伝いを申し出

でて下さったことです。すでにセンテニアルクラブ何早林ワイズ

（中西部会計）と他部からの協力申し出では心強く、ワイズの

絆の素晴らしさを改めて感じたチャリティゴルフでした。  

柏原佳子 

チャリティーワインを楽しむ会に参加して 

第33回 チャリティーワインを楽しむ会が 9月29日(金)18:30

～20:30から恒例のポートピアホテル31階の「トランテアン」で

開催されました。 フレンチレストラン「トランテアン」は、ミシュラ

ンガイド二ツ星「ラ・メール・ブラジィエ」初の提携店で、本場フ

ランスの伝統と文化を継承し

ながら、フランスと地元の厳選

食材を用い、更なる進化した

オリジナルメニューを提供し、

洗練されたエスプリの融合、そ

の美食の世界をご堪能下さ

い、との案内があります。 

さて、柏原佳子会長と2人で

の参加でしたが、60人ほどの参加者でにぎやかに開催されました。 

ＹＭＣＡホテル学科出身の岡本ソムリエのワインの話を聞き、

おいしい料理を堪能しました。 

恒例のオークションは、加茂ワイズのセリで和やかにし進行し、

たくさんの献品が競られていきました。 

神戸ＹＭＣＡが 2004 年度より設置した「子ども奨学金」に

「チャリティーワインを楽しむ会」の収益の一部が捧げられます。

また、継続的な募金として一部を東日本大震災および熊本

地震の復興支援に捧げるとのことでした。 

上野恭男 

六甲部 Y サ・ユース事業委員の会 

９月４日（月）19 時～20 時 30 分より神戸 YMCA 三宮会館

で開かれた会は、井上真二神戸ＹＭＣＡ総主事、大野勉氏

( 西 日 本 区 理

事)、山川新一

氏西日本区 Y

サ・ユース事業

主 任 、 杉 本 隆

人六甲部部長

の出 席のもと、



六甲部 8 クラブＹサ委員が出席し開かれました。8 月に開催

の予定が台風で延期になったのですが、Ｙサ事業委員が 8 ク

ラブそれぞれで何をし、ＹＭＣＡへの支援のための事業を語りま

した。 

各クラブの連絡主事も全員参集し、それぞれの意見を交換

できたことは良かったと思います。 

芦屋クラブからは柏原佳子会長、柳原謙介連絡主事と上

野が出席しました。 

会は期末に総括をできたらするために再度開きたいと期待を

こめて終了しました。 

六甲部Ｙサ・ユース事業主査 上野恭男 

第 3 回芦屋クラブ２０周年記念例会実行委員会議事録 

１） 横断幕をＹＭＣＡに発注する。上野から功刀ＹＭＣＡ職

員にメールし、柳原連絡主事が受け取る。  

２） 12 月第２例会は 12 月 20 日 18 時～20 時 Ｈ・竹園

２階会議室 

なお、18 時～ブリテン編集会議を短時間で開催する 

オークションの品をチェックする。 

・12 月に７クラブのクリスマス会に参加しお礼とオークション 

の品のお願いをする。11 月第 2 例会で 

・７クラブへの参加者を決める。参加費の助成も行う。 

★各クラブのクリスマス例会の日時・会費をチェック 

・20 周年記念例会の会費は振り込みにせず、当日の受 

 け付けとする。 

・羽太会計の資料にて、概算での収支検討し 18 万円ほ 

どの黒字になる予定。 

３） 23 日当日の役割 

・11：00 Ｈ・竹園３階に集合。 

・オークションの品を整理 

・受付のセクション 六甲部、ＤＢＣクラブ、京都部、中西

部・阪和部、その他 

・名札のチェック 作成は堤ワイズに確認と依頼・・・上野実 

 行委委員長 

・ピアノを竹園に借用を申し入れる。演奏は藤田千佳さん 

に依頼・・柏原会長。 

楽曲はワイズソング、讃美歌1 曲、きよしこの夜、ＹＭＣＡの歌 

・記念例会終了後、17 時 30 分よりＤＢＣ交流会。 

同会場を片付けて開催する。式次第を考える。 

芦屋、鎌倉、もりおか、熊本みなみ、岩国みなみ、足利 

(各クラブ) 会費： 2,000 円 

・翌日ＤＢＣクラブの観光案内をどうするか。 

異人館めぐり、

中華街、神戸

港めぐり、花鳥

園などあるが、

11 月の第４回

実行委員会で

話し合うことに

する。 

・ドレスコード： ダークスーツ、ネクタイ、ワイズバッジ着用  

・東日本大震災などの募金をするかどうか。１１月の実行 

委員会にて継続審議する。      文責 上野恭男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会訪問 

今期、西日本区会計として、各部々会を訪問しています。 

九州部部会は１０月１日(日)博多で開催されました。 

式典に続き、シンポジウム「貧困を抱える子供たちの将来を

考える」は一般の方も参加してのパネルディスカッション、今期

の中道メネット主任の主題に添ったものです。 

懇親会では久しぶりに炭坑節を楽しみました。 

瀬戸山陰部部会は１０月１４日（土）、ＹＭＣＡ米子医療福

祉専門学校で開催、大野理事の車に３名同乗して鳥取経

由で快適なドライブで到着しました。この部会でも「子供の貧

困や虐待について学ぶ」を題材の講演で、いろいろと考えさせ

られました。アトラクションの大山僧兵太鼓はドーンと腹に響く

迫力で強い印象を受けました。 

西中国部は 10 月２８日（土）福山、あいにく小雨の降る中で

の開催でしたが、メネット会にも参加、中道主任と彼女を支

える神戸クラブのメネットさんの活躍には感心させられます。 

福山城を借景にした会場での懇親会は食事がとても美味、

幸せな気分で帰神しました。            桑野友子 

第 14 回キリスト教講座 「歴代誌」 

列王記に続く歴代誌も同じく旧約聖書の中の歴史書の

一つと云えます。最初のところでアダムからサウルに至るま

での長い系図が記載され、これに続いてサウルの戦死ダビ

デ王によるイスラエル統一王国の確立から、その王国が滅

亡するまでの歴史が語られていますが、歴代誌はバビロン

捕囚から帰還した人々を励ますために書かれたものと考え

られます。 

人びとは、神さまが先祖たちに誓った約束が反故になって

しまったのではないかと心配していました。しかしイスラエル

の為の神さまの計画は、ユダの堕落や外国での長い捕囚

生活にも左右されないことを力説し、エルサレムと神殿が

破壊されたことで、神さまの民としての希望が無くなったと

感じられたとしても、それは神様がその目的を達成するた

めのプロセスに過ぎず、今一度、伝統に従って宗教生活

や制度を立て直すべきであると呼びかけています。又サム

エル記でおなじみのダビデ王の物語を、より励ましになる視

点で語りなおしており、ダビデ王によるバト・シエバとの姦

淫、その夫ウリヤを死に追いやったこと、その罪を叱咤する

ナタンの言葉など、ダビデに不名誉な点は全て省かれてい

ます。 

歴代誌の特色は、イスラエル王国が分裂した後の北王国

の歴史の無視、神様への強い信仰は民族の繁栄と成功

をもたらし、背教は災いをもたらすという応報史観や、神

殿祭儀（特に音楽）への強い関心などを挙げることが出来

ます。歴代誌は部分的には、その後に続くエズラ記、ネエミ

ヤ記と文体やその関心ごとに類似点がある所から、おそらく

それらの文書と同一ないし近いグループの著者達によって

前 4 世紀頃まとめられたものと考えられます。 

一連の歴史書と分類されるこれらの書簡をしっかりと読み

解くと、旧約聖書理解することが楽しいことになりますよ！  

                権 甲植（続く）



10 月第２例会議事録（抄） 

日 時： 10 月 25 日（水） 18 時～20 時 

場 所： 芦屋市民センター204 号室      (敬称略) 

参加者： 柏原会長、上野恭男、大岩雅典、桑野友子、

篠坂幸彦、島田恒、菅原進、羽太英樹、福原吉孝 

☆18：00～18：30 ブリテン 11 月号編集会議 
 

議事・報告 
◇第１例会の予定 

・1１月１５日（水）第 1 例会  

演題： 「よしましよ」のお話し  

10,000 円を「よしましよ」代表中山ワイズに贈呈する。 

会食は前回好評の三佳の「うな重」、飲み物はアルコール

など用意する。 

・１２月 23 日（土・祝）２０周年記念＆クリスマス祝会 

◇第２例会の予定 

・１１月２２日(水) 市民センター204 号 

・１２月２０日(水) Ｈ竹園 ２Ｆ会議室 ６時～８時 

◇１１月の予定 

・１１月３日（金祝）チャリティラン 「しあわせの村」  

９時現地集合、運搬については 

桑野車はチヂミの材料、参加者は 2～3 名同乗可能 

福原車は鉄板の運搬と羽太、堤ワイズが同乗 

柏原車は上野ワイズを同乗の上、みどり作業所メンバ

ーの送迎 

参加者： 上野、柏原、桑野、大岩、福原、羽太、堤  

  各ワイズと柳原連絡主事＆ユースリーダー 

☆チャリティラン参加者が今年は少ないので、チヂミ材料 

  はさくら祭りの持ち越しで賄える。 

☆ホテル竹園から今年も 5,000 円の食事券 2 枚を頂く 

☆個人協賛金は１１名、クラブ分と合わせて 53,000 円 

・1１月 30 日（木）ワイズゴルフコンペ 千刈カントリークラブ 

   参加者： 五十嵐かほる、上野、桑野、柏原 

何 早林（大阪センテニアル） 

◇９月度会計報告が羽太英樹会計よりあり、承認された。 

◇ジャガイモファンドの報告が桑野ファンド担当よりあった。

58,558 円のファンドを確保できた。インカのめざめ、十勝の

ジャガイモを同梱にて運送費を節約しての結果である。 

◇ＹＭＣＡ報告が柳原謙介連絡主事よりあった。 

ＹＭＣＡ Ｔシャツは現在 19 枚売り上げた。 

チャリティランにブルージャンパーと合わせて着用する。 

※畠中光弘ワイズの「ご苦労様会」を近いうちに持ちたいとの 

意見が出た・・畠中ワイズの意向を伺う 柏原会長 

芦屋クラブの今後の行事予定 

11 月 15 日（水）第１例会 芦屋市民センター203 号室 

11 月 22 日（水）第２例会 芦屋市民センター204 号室 

11 月 30 日（木）六甲部ゴルフコンペ 千刈ＣＣ 

12 月 20 日（水）第 2 例会竹園Ｈ2F 

12 月 23 日（土祝）13 時～17 時 20 周年記念例会 

12 月 23 日（土祝）17 時 30 分～ ＤＢＣ交流会 

1 月は日時未定でＹＹフォーラム予定 神戸ＹＭＣＡ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇西神戸わいわいまつり・西宮 YY カーニバル 

10/21 西神戸・10/22 西宮と台風２１号の影響もあり、

雨が降る中でしたが、無事に終了することができました。足元

の悪い中、多数の来場者が与えられ売上げを国際協力募

金等にささげることができました。さまざまな形でご協力・ご奉

仕いただいた方本当にありがとうございました。 

◇日本 YMCA 新ロゴ・スローガン発表  

以前から日本に YMCA 全体で取り組んでいるブランディン

グの一環として、2017 年 10 月より新しいロゴとスローガンを

発表しました。これからも必要とされ、選ばれる YMCA となる

ため、旗印としてロゴとスローガンを掲げ、これからの歩みを強

めていきたいと思います。詳細は、日本 YMCA 同盟のホーム

ページよりご覧いただけます。   

https://www.ymcajapan.org/about/brand  

◇ウィンタープログラム受付開始 

2017 年度冬のプログラムの受付が始まりました。冬に自然

を満喫できるキャンプや、水泳・体操講習会など冬休みの間

に様々な体験を通して、子ども達と活動したいと思います。     

http://www.kobeymca.org/fuyuharu/ 

ＹＭＣＡの今後の予定    

◇YMCA セミナー「キリスト教の香りと YMCA」 

内容： YMCA の「C」をどう携え、活かしてゆくか。 

3 名のパネリストに熱く語っていただきます。 

パネリスト： ぐんま YMCA 村上裕介総主事・ 

日本 YMCA 同盟神埼清一総主事 

      神戸 YMCA 井上真二総主事 

日時： 11 月 18 日（土）13：00～15：00  場所： 神

YMCA 三宮会館チャペル参加費： 無料・申込不要        

◇神戸 YMCA ベルクワイアー クリスマスコンサート 

日時： 12 月 23 日（土・祝）14：30 開演 

場所： 神戸芸術センター「芸術劇場」神戸市中央区雲 

内橋通 7-1-13 

費用： 1800 円（当日 2000 円）※中学生以上 

連絡先： 神戸 YMCA 078-241-7203 

 
 

 

ＹＭＣＡニュース 

編集後記： ◇やっと秋らしいお天気が続きます。１１月

３日は好天の下、恒例のチャリティラン、お揃いのＴ-シャ

ツとブルーのウインドウブレーカで楽しくチヂミを焼きまし

た。その報告は次号で写真と共に掲載予定です。 

◇まだまだと思っていた２０周年記念例会・クリスマス祝

会も、５０日後に迫り、参加人数も目標（１５０人）をほ

ぼ達成、実行委員会も具体的に準備を進めています。 

メンバー・ゲスト一同で盛り上がりましょう。  桑野友子 

スピーカープロフィール 

演題： 「よしましよ」の話 

阪田晃一氏： 神戸ＹＭＣＡ余島所長  

福島の子供たちのキャンプディレクター 

中山豊美： 芦屋クラブメンバー 

        「よしましよ」代表 


